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W　荒浜海岸における環境保全林の保護と形成に対する植物社会

　　学的研究

　1）　環境保全林，環境保：全緑地としての現存植生の保護

　荒浜海岸はその大部分がクロマツ，アカァツの植林地域と，砂丘植生，ニセアカシア植林とな

っている。

　クロマソ植林は海岸前線の若難題から，砂丘後部における10m以上に生長した林分まで様々な

形態を示している。荒浜海岸は全体が砂丘からなり，クロマツ林の林床植生により潜在自然植生

が推定される。汀線ぞいの前砂丘では砂の移動が激しく裸地に接してハマグルマーコウボウムギ

群集が現存植生として帯状に見られる。また潜在自然植生としても成立する。現在クロマツ植林

が行われている前砂丘（県道から海際のクロマツ植林）はかっては砂の移動が大きいため原生植

生はハマグルマーコウボウムギ群集であったが，現在はクロマツが植林されたため砂の移動が安

定しクロマツ植林下や県道の東側はチガヤ，ハマゴウ，テリハノイバラなどの海岸砂丘低木を含

んだ植字となっている。したがってクロマツの樹高が高く生育するにはきわめて風が強く困難で

ある。とくに日本海沿岸のクロマツ植林は江戸時代から植林に努められ，防風，防砂林としてま

もられてきた。風衝が強いため生長率が低いが数10年，数100年の歴史を刻むこのクロマツ林は

防風防砂林として保護が強く望まれる。海岸前線の若樹林，後部のクロマツ林はできるかぎり

広い面積で残されることが望まれる。また，後部砂丘の安定した北斜面などにはコナラ，クリ，

ヵスミザクラなどの低木二次林がわずかにみられる。長い間クロマツ林として持続してきた林分

は林床が貧弱でわずかにハイゴケ類やチガヤ，ドクウツギが生育しているだけである。したがっ

て腐植質に乏しいが，コナラなどの雑木林の林床はわずかながら腐植質の土壌が堆積しはじめて

いる。クロマツ，アカマツ林で腐植質が堆積していないのは松葉かきによる腐植質の排除が一因

となっている。またマツのような針葉樹の葉は落葉しても広葉樹の葉にくらべて一般に腐植しに

くい。したがって，広葉樹による，いわゆる雑木林は自然の環境保全林復元の場としてもできる

だけ残されることが望まれる。

　2）　環境保全林に対する諸提案

　荒浜海岸はほとんど全域で砂丘が基盤となっている。したがって現在生育している植物を代採

あるいは地形の改造などによって変え新しく環境保全林を形成することはきわめて困難なことで

ある。以下の事項を提唱したい。

　（1）土壌改良あるいは表層±復元のための客土

　荒浜海岸における土壌断面をみると，全て砂質で森林が生育するためには貧養できびしい立地
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が多い。わずかにハリエンジュの植林下やコナラニ次林下で腐植質が砂に混入している程度であ

る。クロマツ植林下はいうまでもなく，砂丘上に耕作された畑地の放棄後1～2年目の土壌断面

も同様に砂質で高木林が生育するにはややきびしい土壌条件下にある。したがってまず第一に土

壌改良あるいは表層土還元が必要とされる。土壌中に腐植質が少ないことにより遅効性有機質肥

料により腐植分を補なうことが必要とされる。森林においても植物体の園圃が自然の土壌から養

分を吸収するのは地表よりおよそ30cmの深さまでといわれる。この表層土壌は母土壌（Mutter－

Boden）と呼ばれドィッでは工業規格により一般の工事では必ず取り除き保存され，工事完成後

に復元することが規定されている。日本でも1975年に都市計画法で規定されているがコストが高

くなるという理由で行なわれてはいない場合が多い。しかし環境保全林形成に対しては表（層）

土の復元は必要最低条件とされる。これは短期間に森林を復元するために，本来自然が行なって

いる土壌づくりを人間がかわって行ってやるにすぎない。自然は，その地域の気象条件，生物活

動の共働により長い時闘をかけて表土を形成している。

　（2）保　　　水

　砂丘地帯における植林はきわめて環境条件が厳しいことにより困難な条件が多い。砂で形成さ

れた基盤は排水良好である反面水分が不足する。したがって種子や果実を播種あるいは苗を植栽

した場合は必ず厚いしきわらや落葉のしきつめなどによる保水・乾燥防止策が必要とされる。ま
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Fig．50荒浜海岸前縁部のクロマツ植林。

　　　　風衝が強く生長がきわめて悪い。

1）～ηz，∫孟1L〃z∂81：g’f．Auf〔orstung　auf　den　D慧nen　der　Arahama．K茸ste．
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　Flg　51落葉かきで林床が単純化したクロマツ植林

　　　　　海からの風衝の方向に幹が斜上している。

P〃～～‘5∫んz〃め8／gzかForst　auf　alten　Dunen　Durch　Streu－Nutzung

verarmt　dle　Bodenschlcht．

た海からの風衝か強いこともあり，地形により防風用生垣を形成し，しきわらと両方の効果をあ

げることが必要とされる。

　（3）立地による植栽方法，植栽種の選定

　荒浜海岸の砂丘は海にむかい数列に並んでいる。現存植生に大きな相違はみられないが立地と
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　　　　　Fig．52砂丘斜面に復元したクリ，コナラ林

　　　　　　　　　林床には多くの森林構成樹が復元している。

Auf　alten　D廿nen一冠装ngen　entwickelter　Cα5オα刀。αθ初zα如，　Q～♂θrα4556rπz1α，Bestand．

王nder　B6denschicht　wachsen　mehrere　Wald．Aften　wie　Q乙fe1・偲∫sβ1・π磁，　CαZ磁ψα

ノ・ψ0π∫6α，E㍑・型ηZπ5α♂伽∫vaL曜8Z3，　Pαび‘∫α印”〃05αVar．♂αθ寵∫u．　a．

しては砂丘上の乾燥しやすい海からの風を受けやすい立地と，砂丘問の凹状地で風の影響がわず

かに弱い立地とにわけられる。r風衝の強い砂丘上では乾燥しやすく現存植生ではクロマツはわい

性の低木林となりチャシバスゲ，ク無難ワズスゲが林床をおおっている。このような立地ではき

わめて乾燥しやすいため，常緑広葉樹の生育は困難である。クロマツ，マルバノシャリソバイ，

トベラ，マサキなどの風衝低木が適している。高木に生育する樹種を植栽することが希望される

場合は表層土の客土とともに最前列にあるいは植栽対象地に数列の生垣を作ることが必要とされ

る。垣根状に風衝につよい常緑広葉樹（トベラ，マルバノシャリソバイなど）を1瓢に2～3本

密植し生け埴をつくり，問に主要樹種のスダジイ，マテバシイ，アラカシ，ヤブニッヶイ，ヤブ

ツバキなどのポット苗の植栽が好ましい。苗は1m内外の小さなものを1m2に1．5～2本密植す

ることが必要とされる。

　凹状地ではチガヤ群落やクPマツの比較的生長の良好な林分がみられる。砂丘凸状地にくらべ

て地下水が比較的高く，水分条件にはより恵まれている。したがって表層土還元によりタブノ

キ，シロダモ，ヤブツバキなどの植栽が適する。また番神砂層が高い位置にある地形ではタブノ

キ，シロブモ，ヤブツバキなどを植栽しても生育が可能と判定される。
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F1g．53高い砂丘に植栽されたクロマツ植林。

　　　　風衝が強いため低木形態を示している。

　　Auf　DUnen　gep飴nzter　jPピ7z㍑∫擁㍑2めθ1二gガ∫．Forst，　der

　　durch　den　starken　Wind　deまormiert　worden　ist．

　環境保全林あるいは環境保全緑地の形成には2つの方法が考えられる。すなわち，現在の潜在

自然植生のポテンシャリティを生かし，時間をかけて自然の遷移（二次的進行遷移）に任せて，

その地方の気候条件に応じた極相林（climax　forest）に発達させる方法である。

　しかし，現在の地形を大規模に改変して工場，発電所その他の産業施設を建設し，その周辺に

影響を及ぼすような施設をつくった場合には，自然の遷移にゆだねて裸地を放置しておいたので

はきわめて長い時間を必要とする。荒浜海岸では，刈羽発電所を中心とする施設を建設するた

め，現在大規模な造成工事が行なわれている。このような大規模造成地では，積極的な緑の環境

保全緑地が形成されなければならない。

　一般に常緑広葉樹により構成されている多層群落は，群落内で種々の植物が競争と共存を繰り

返し，動的均衡が保たれ，植物糊互が共存することにより，きびしい外的な環境条件の変化を和

らげ，一時的な環境の変化である強風豪雨などに対し地盤の保持，保水力の維持，増加，また

防音，防じん，大気および水の浄化，さらには各種の突発災害に対しての防災効果が高い。

　産業立地，発電所サイトのように様々な人為的干渉下に植生が貧化し，立地の植生維持力が低

下しているよう・なところでは，貧化させられた立地の表土復元などを行い，積極的にその地域固

有の群落の安定した植生を復元することが，現在我々が行ないうる最大な目標と考えられる。
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　　　　　　　　　　　　　Fig．54　植栽具体例一1

砂地で海からの風衝が強く乾燥，幅射熱が高いため常緑広葉樹の植栽が園難であるがクロマツ，

オオバヤシャブシとの混植により可能となる。実験的に試みる。

生長は遅いが0．5～1mの低い菌木を密植して植栽する（0．5～1m聞隔）。

最前線はオオバヤシャブシ，カシワ，ノイバラ，ハマナスなどの低木を密植する（葉がふれあう

程度に植栽することが望ましい）

Auf　KUsten．DUnen，　dle　unter　starkem　Meereswind　austroclmen　und　auf　dem　nur　eine

geringe　Bodenbildung　stattfand，　ist　es　schwer，　immergrUne　Laubbaume　zu　pHanzen，　Nur

澱ηz’5〃醐2ろ61gガsollte　lm　Mlschung　und∠1Z2耀∫5～860♂4∫ガgepflanzt　werden，

Auf　l　m2　sollen　2～3　junge　Baume　von配刀z4∫5’850Z4∫ガ，（）岬1τκ54θノzごα躍，　Ro5αプz4go∫σ，

Ro∫α〃’ε‘Z診確。プα（0．5～1　m　hoch）gepnanzt　wer（len．

　現在荒浜海岸で想定される復元可能な多層社会の分布はKarte　IV柏崎刈羽原子力発電所構i内

立地図（植栽可能図）（縮尺1：7500）に示されている。それぞれあ植栽可能樹種一覧表はTab．

35～38に示されている。

　a．　苗木選定・植栽

　環境保全林形成に際しては，植生学的理論に基づき，小さくとも将来高木林を形成する樹種の

幼苗を密植する植栽方法が効果的である。

　従来の苗木は，養生畑（苗圃）であらかじめ！，0～5．Om程度大きくなった苗木あるいは成木

を，熟練した職人の手によって堀りとり，主根を切りワラ又は縄で根のまわりの土がおちないよ

うに根巻きをし，さらに上部の本体も蒸散作用を防ぐため枝や幹を切りおとし，葉を落とし運搬

され植栽されてきた。この従来の方法は木をささえるための直根が切られ，さらに堀り取りの際，

樹木にとってもっとも重要な，養分・水分を吸収する細根が，スコップなどにより切りとられて

しまう。したがって樹勢がきわめて弱まる。

　樹勢が劣った苗木は，水分蒸散作用をできるだけ防ぎ，支根が活（養）着し，安定するように，

思いきって葉や枝を少なくし，さらに幹巻きなどを行ない，その上支柱などの養生作業をあわせ

て行ってきた。



101

1．

2．

3．

4．

1．

2．

3．

4．

　　　　　　　　　　　　　Fig．55　植栽具体例一2

H地点は比較的風衝の影響が少ないため，常緑広葉樹の量を多くして混栽することが望ましい。

表層土が少ない場合は場所により客土20～30cmが必要とされる。

苗木は1m前後，種子や果実との播種も並行して行なわれると望ましい。　（ポット糖推奨）

樹種は1地点より豊富に植栽，混栽，播種が可能である。

植栽地周辺は低木によるマント群落を設置，低木の植栽可能樹種を密植する。

punkt　II　leidet　weniger　unter　WindeinHuB．　Hier　sollen　lunge　immergr銭ne　Laubholzarten

dicht　genug　gemischt　gepHanzt　werden（vgl．　Tab　11）．

Junge　Baume（bis　1皿hoch）sollen　durch　gepflanzt　oder　gesat　werden（Elhen）・

Die　AnpHanzungsmδghchke圭ten　der　Baume　s三nd　hier　besser　als　bel　Punkt　L　M三schp殺an．

zung　ist　erwunscht．

In　der　RandzQne　der　geplanten　Bepflanzungsflache　sollen　mantelartig　geeignete　Str溢ucher

dicht　zusammen　gep且anzt　werden．

このような従来の苗木では以下の問題点があげられる。

（1）樹勢が劣っているため，團復し生長を開始するまでに最低2～3年の月日を必要とする。

（2）樹種により活着率が低い。

（3）上部の葉や枝が落とされるため樹冠が地表をおおうまで長い年月を要するので，森林内の

　閉鎖性が保たれず，林内微気候が掩乱されるため人間による管理作業がかさみ，しかも長い

　年月にわたって必要になってくる。

（4）支柱等の養生（補助）作業が長い年月の間必要となる。

（5）多種類の樹種の調達が，短い年月では困難である。

（6）植栽木の購入費，植栽費用，その後の維持，管理費用が三乗的にぼう大となる。

（7）大面積の植栽，とくに傾斜地の植栽では工期が長くかかり，困難である。立地が安定する

　までに時間がかかる。

（8）樹種によって植栽時期が限定され，それ以外の期問に植栽すると，活着率の～層の低下を

　きたす。そのため，植栽工事期間が限られてしまう。
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　生態学的な環境保全林の広い面積にわたる創造のような大規模植栽には，将来高木に生育する

幼苗木（樹高0，3～1．5m程度の2～3年生のもの）の密植による植栽方法が数々の有利な点を見

いだせる。この苗木を使用する際にも，養生畑（苗圃）より直接移植するような細根，直根を切

ったものではなく，ポット栽培による苗木を使用する方が，移植が容易で，生育が着実で，もっ

とも効果的である。

　ポット栽培による苗木とは，移植時に根群の損傷をさけ，樹勢の劣るのを防ぐために，あらか

じめ，ビニール，プラスティックス等の容器の中で苗木を種子からあるいは1年生の幼苗を栽培

して，容器内に根が充満している健全な苗木を，植栽現場で，容器をはずして，そのままの状態

で植えこむ。したがって，植栽した時点から生育を続けるので，移植時の生長阻害が従来の苗木

植栽より少なく，以下のような数々の利点をもつ。

　（1）従来の苗木に比較し根を痛めることが全くないため，活着率がほとんど100％に近い。

　（2）根が痛まないため，移植と同時に生育をはじめ，年間の伸長率が高い（上部の枝葉も勢定

　　しない）。

　（3）移植時に生育が止る事がないので，2～3年で地表を密閉し，‘林内微気候を保守できる。

　（4）密植が可能で，多くの種類を混植できる。

　⑤　1本1本の支柱等の必要はない。しかし，風の強い場所では防風ネットまたは，マント群

　　落をかねた防風用の生垣などのマント群落の形成が勧められる。

　（6）移植（植え込み）の際に，特に高度な専門的な技術を必要としない。

　（7）運搬が容易で荷いたみが少ないので，長距離の運搬ができる。しかも大虚運搬ができる。

　（8＞大面積植栽，急傾斜地植栽が短い工期で可能である。

　（9）移植の時期を選ばない。

　（1◎　あらゆる経費が安く，将来確実に環境保全林を形成する。

　αり管理は最大3年間ですむ。

　ポット苗においても，樹形が良好であるものは最大の生長率を示す。頭が切られていないこと，

支根が切られていないこと，毛根が発達していることの3条件が必要とされる。このような理想

的な苗木も，必ず立地図に合った立地に各種類が植栽されることが必要である。

　さらに苗木選定の際には，植栽対象地域よりも気温の低い地域で育苗されたものを使うことが

好ましい。

　b．　砂地における植栽

　特別に早期生長を望まず，潜在自然植生の復元のみを考える際には，特別な管理は必要とされ

ないが，潜在自然植生に適した種を植栽する（Tab．35）。

　とくに砂地の場合は海からの風衝が強く，乾燥，幅射熱が高いため，密植法により，自然林で

られる状態と同じ形態で植栽する。腐植土を混合することと，幅射熱をおさえ，無駄な蒸散を防

みぐための敷ワラかけも考慮することが必要とされる。



i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　103

　　　　　　　Tab．35　柏崎荒浜海岸植栽可能樹種一覧表（特別な管理を必要としない場合）
Tabelie　der　f荘r　die　AnpHanzung　m6glichen　Arten　an　der　Arahama－K貢ste．bei　der串tadt　Kiashiwazaki

　　　　　　　　　　　　・は表層土が必要とされる適湿にするための管理が必要。実験的な植栽。

　　　　　Nur　wo　genUgend　Mutterboden　aufg工egt　worden　ist，　allenfalls　wird　empfohlen　einige

　　　　　St廿cke　versuchsweise　zu　beHanze窺

　　　　　　図中番号
　　　　　Nr，

　　　　　ln　der

　　　　　　　Karte

階　層
Schicht

1　地，点　 I　 Punkt

（砂地）Schwach

bewegter　D柱nensand

H地点II　Punkt

（砂地だが雑草が生育し安

定）

Befest玉gter　D丘nensand

mit　sparlicher　Vegetatlon

高　木　層
H6here

Baumschlcht

ク　　ロ　　マ　　ツ

P〃zμ5zんz‘π68ノ蓼蕗

・スダジイCα∫如π（4）∫ガ5

α‘吻伽αvar．5鋤・雌乞

・タブノキMα6屠盈∫

　オんz〃めθ19だ

（クロマツ）P～ア躍∫

　〃L～〃めθ18ガ

　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や

オオバヤシャフシ
ノ1〃η‘5　5’8ゐ0♂ζゼ琵

・ヤブツ／ミキ　Cα〃aθZZ∫α

　ノ＠0／ZZごα

・モチノキπ6」じ加超9’層α

．シロダモ漉。臨5θα

　　∫召1¶zoθα

　オオバヤシャブシ
　ノ1♂ηZ，5　5ゴ8～＞oZζ♂距

備　　考　Be即erkung

高木に生長する種

森林（環境保：全林）形成の中

心となる種

HochwUchsig6　Haupt－Arten

f哉rdie　Bi】dung　von

Umweltschutzwaldern

亜高木層
Baumsch三cht

低　木　層
Strauchschicht

草　本　層
Klrautschicht

＊アキグミ捌α8α9πμ5

　z〃πうθ〃αごζz

＊カシワQZ昭ノ幽0μ5

　晦πオα如

＊ハマナスRo5α

　ア’μgo∫α

　　　　　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ

・マルハノシャリソハ
　イ　Rん砂んゴoZ畷）∫∫

　％ノπろ8ZZαオαvar．

　〃π（碧’θノブ層zノπα

・トベラn伽ゆα・μ〃3

　渉。伽一α

。マサキEzω2妙η躍5

　ノ妙0πZ6π〃’

・マルバノシャリンバイ

　Rん砂んピ0♂（㌘∫∫Z‘〃め8Z♂α孟α

　var．　Zπオθ9御フ’Z刀凄α

・トベラ労協。功01初μ

　彦。勧’α

・マサキ＆ω7弓ノ〃鷹∫

　ノ妙0πZ6π〃Z

＊アキグミ，＊カシワ

　EZαθα9ημ∫z卿め6zzα‘α，

　Qπθアー6μ5認η’αψα

＊ノイバラRo∫α

　7ππ諺ウ吸）ノ’α

＊ハマナスRo3αフ・z‘go∫α

高木に準じる樹種，保全林形

成予定域の周辺部に植栽可能

Arten　der　unteren　Baum．

schicht　d三e　auch　in　der

Randzone　gepflanzt　werden

k6nnen，

マント群落として森林の周辺

部への植栽が好ましい，累と

くに落葉樹の場含生育良好で

ある

Arten　der　Mantelgesellschaft，

die　ln　der　Randzone　gepβanzt

werden　soUe且，　u．　sommer－

grUne　Straucher，　besonders

sicher　anwachsen

ハマニンニクEらりπZ‘5

ηzoZ〃ぶ

コウボウムギCα7・6記

ん0み0〃呂μgf

チガヤ乃74》β7傅α如（＝yZ加4－

7』磁var．々0βπガ9ガガ

・ジャノヒゲのん吻・9…

　フψ0ηκμ〃Z

・キヅタ」磁。弛ノーζzプん。ηzろθα

　ハマニンニクE4yη㍑‘∫

　η10Z♂f∫

　コウボウムギCαアで滋

　．々0ゐ0〃Zπ9ガ

　チガヤ　／分ψ61一αオα¢yZ∫η♂一

ブ磁var，々・θノZガ9∫ゴ

飛砂防止のために樹林形成が

困難な地区などに播種，植栽。

Arten　fUr　die　Festlegung　von

Fiugsand，　wo　Baumwuchs

nicht　m691ich　ist．
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　植栽具体例がFig．54，55に示されている。

　c．マウンド造成による植裁

　実際の環境保全林形成にあたり，柏崎刈羽地点発電所構内の平地においては，マウンドによる

植栽方法がもっとも有効である。用地を確保する場合，出来るだけ広い面積であることが環境保

全林の果す各種の環境保全機能の効果も大きく，有利になる。それが狭い場合でも環境保全林形

成は不可能ではない。むしろ，どこに，何を，どのような配置で植えるかという事が問題であ

る。例えば，幅員が2mであっても，それなりの環境保全林形成は可能である（Fig．56）。

　幅の広い用地の場合，雨の多い我が国では表面排水をどう処理するかを十分検討して保全林地

内に雨水が停滞しない様に配慮する必要がある。その対策は，中央部を盛り上げたマウンド方式

が最も効果的である（Fig．57）。

　Fig．56　限られた面積の植栽例

Pflanzungsbeispiel　auf　schmalen　F1註chen

／ ＼

／ ＼
　　　　　　　Fig．57　マウンド造成と表層水流の模式例

K琶nstliche　HUge1，Bildung　und　RichtuRgen　des　oberflachl玉chen　Wasser．Ab伽sses
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　d．環境保全林形成のための植栽

　荒浜刈羽地点は，砂層を中心とした地盤上に位置し，かつては，白砂青松の地として，海岸砂

丘草原とクロマツ林の調和が賛えられてきた。現在発電所建設のため，大規模な造成，地形の変

形が行なわれ，かつての自然地形の姿が変えられてきている。

　しかし，周辺の豊かな自然および半自然景観との調和は，現在変えられている立地に適した環

境保全林形成とともに基本的に必要とされる課題である。立地に適した郷土種を細かな立地の差

に応じ植えこみ，より安定した自然および半自然景観の形成，復元が努力されることが望まれ

る。

　刈羽地点発電所では，とくに，常緑広葉樹林の北限地域にあたる。西山町石部御島神社に残さ

れているスダジイ林（ヤブコウジースダジイ群集）や胞姫神社，白山神社のタブ林（イノデータ

ブ群集）で代表される環境保全林で厚く囲まれ，更く生きた構築材料”がもたらす環境保全，景観形

成の効果をはかることが必要とされる。そのためには，植栽時に，小さくとも高木になる種を中

心に植栽する。環境保全林地域の周辺約0．8mの幅はマント群落構成種となる低木の種をちどり

に0．3魚に1本の割合で密植し，防風用生け垣を兼ねる。マント群落に接してその林内側には1

m2に1．5～2本高木に生育する種を植栽する。マント群落によって林縁を囲まれることによっ

て，幅1mより数10mあるいは数10kmの広さまで環境保全林を形成することが可能である。と

くに。のマウンド形成された立地にはポット苗の利用がもっとも効果的である。

　e．植栽後の管理

　一般に造園業で樹木の維持管理は，灌水，施肥，除草，病虫害防除，枝打ち，勇定整姿など多

くの手が必要とされる。しかし大面積の環境保全林を創造する場合，これらの作業を長年実施す

るには，莫大な経費等が半永久的に必要とされる。

　したがって，環境保全林を創造する場合，これらの作業をできるかぎり短期間に切り上げ，最

低3年間で管理費不用にできるように，しかも将来放置しておいても健全な環境保全機能を果す

森林として発達するように，あらかじめより十分な配慮が必要とされる。

　そのためには，前述されてきたように，表層土の保持，郷土種の選定，多層構造を主とした植

栽，密植，ポット幼苗の植栽などは，他方では全てこの管理作業の軽減につながる。

　これらの点が確実に実行されれば，幼苗自身が植付後2～3年で安定した生態系を形成して，

人間の手による保護，管理が全く必要でなくなる。しかし，樹木のほとんど，又はまったくない

ところに新たに環境保全林を形成しようとする場合，苗木を植えて後，少なくとも，初期の2～

3年間，すなわち植栽された苗木がその場所に定着し，着実に生育して多様な環境保全林の基礎

を形成するまでの1～3年間はある程度の管理作業が必要である。次に主な管理上の問題点が要

約されている。

　（1）表層土の機能を十分に発揮させるために，有機質の補充，すなわち稲ワラ，刈草等を植栽

　　後敷き込む。
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　（2）敷きワラが十分であれば，灌水の必要はほとんどないが，植栽直後および初年度の夏季の

　　乾燥期には必要に応じて灌水を行なう。

　（3）施肥はできる限り有機質の形で与える。

　（4）病虫害が多発した場合は駆除を行なう。

　（5）勢定整姿，また支柱等は，とくに必要としない。しかし，風の強い場所では，防風ネット

　　等の使用も必要となってくる。

　（6）樹冠がうっべいするまでの2～3年は，1年間に2回程度の除草が必要である。しかしこ

　　の場合，抜きとった，あるいは刈り取った雑草は，捨てないで，そのまま苗木の間に敷き込

　　んで敷ワラの効果を果たすように配慮する。
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　　　　　　Tab．36立地図におけるヤブコウジースダジイ群集植栽可能樹種一覧表

Uberslchtstabellef慧rdieinFragekommendenArtenimArdisio．Castanopsietum
sieboldil．Gebiet　rlach　Standortskarte

呼野後の樹間の裸地には必ず敷ワラあるいは落葉を敷く，ビニールをかぶせるなどの対策が必要。

Nach　der　Pflanzung　ist　es　n6tig，　daB　Rels．Stごoh，　Blatter　oder　Binil．Decken　auf　der　nackten

Flache　zwischen　den　Baumen　aufgelegt　werden．

階

Schicht

層 植栽可能樹種
geeignete　Arten

備　　　　　考

Bemerkungen

高　木　層
H6heエe　Baum．

schicht

タブノキ　Mα0ん∬鴛∫’んμ2めθノg痺

スダジイ　Cα5彦αノzの）豆∫　6湿宴が礁如

　var，3∫8∂oZ6♂海

アラカシQZ’θア躍α45　gZζ研6α

アカガシ（）～682℃z4∫α0認α

ヤブツノミキCαノπ8ZZ如ブ曜）oπ∫‘α

モチノキπθ£加勿89伽

シロダモN珍oZ露58α5θ7闇記8α

ヤブニッケイ　C力耀α珊。〃耀ノπ

　ノ砂0πκκノπ

ヒメユズジハDζψんπゆ1～メZz〃π

　ご8り∫η3αηzz

表層土20～30cmの還元および風衝

を止めることにより植栽可能高木林

形成構成種

Hochwachsende　Bumarten　auf

Mutterboden

亜高木層
Baumschicht

低　木　層

Strauchschicht

＊アキグミ，カシワ，ノイバラ，ハマ

　　ナス　EZαθ囎η㍑5　z〃πゐ8ZZ碗α，

　Qz46ノ層α4∫♂6／2∠αごα，　Ro3α〃㍑‘”解0ノ’α，

　　Ro5αη490∫α

・マルバノシャリソバイR翫4＞屠oZ砂f∫

　　τ〃ノz∂〃α孟αvar．∫漉¢98’フ層ガ〃鵡

　ト　ベ　ラ　乃露0ゆ0ノ忽〃δオ0飯7層α

　マサキEπ0ノ型ノノ耀∫ブ砂0加‘躍ノZ

　シャシャソボ％00加伽ノπ

　　ゐ1一αcz8α蝕ノμ

　モッコクT817Z∫ケ08ノ加α

　　9ツノ〃z碗んθ7用α

　チャノキη詔α∫腕θη5ガ∫

　ヒサカキE脚ツαノ砂。加6α

草　本　層

1くrautschicht

ベニシダD1フ砂頗ゴ∫81y痂’0∫01‘α

キヅタ飾畝η一α沈。〃めθα

テイカカズラ7うr硯1z♂oψ81フπz6ノπ

　α5zα、’～6zる刀．呂

カブダチジャノヒゲ（沙ん∫砂qgOπ

　フ‘ψ0πz6π5vaL　Cα噌π05μ5

ヒメカンスゲCα7’6露。ηz∫αηα

高木に準じる種，保全林形成予定域

の周辺部に植栽可能

In　der　Randzone　der　geplanten

Umweldschutzw註1der　zu　p且anzen

m691ich

i

＊落葉樹はマント群落としてユ～2m

の樹高で1m幅の生垣をつくること

が必要。最前線の風衝の強い地域に

　帯状につくる。

・風衝を防ぐため常緑広葉樹の生埴を

何列か形成する。

マント群落を形成する際には葉がふ

れ合う程度に密植することが望まれ

　る（1mに3本）。生垣つくりは風衝

を防ぐiヨ的で必要とされる。

＊1～2m　hohe　sommerg「Une

Geh61ze　ais　Mantelgesellschaft

heckenartig　dicht　p丑anzen，um　aエs

Front　gegen　Wind　Schutzzone　zu

　bilden．玉）1ese　ilnmergr萱ne　Strau－

　cher　sollen　Hecken　bilden．
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　　　　　　　オオバヤシャブシ

　　　　　　　Alnus　sleboldiana

アキグミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒
Elaeag…　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．．，、．．、．．，、．．．．＿．．．．9エ5～1m
umbelata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、こ．、、・・，’＝’；’』』．！・一・．　・、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．・一馳．’幽・：∵・∵，㌦・∵状表層土

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、、，、・、・イ…’・i‘＝『・・．1・1・’・　　　　　　Mutter

・，・・ﾆi・…攣1鉾・ぎ澤四脚筆1二ニト＿、州Boden

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植栽直後　Kurz　nach　der　PRanzung

1，

2。

3．

4，

1，

2．

3．

4．

オオバヤシャブシ，ヤシャブシなどによるマント群落

高木林形成のための植栽

常緑広葉樹によるマント群落（緩衝地帯）

在来のクロマツ林下まで可能なかぎり植栽することが望まれる

Mantelgesellschaft　Inlt．肪zπ55∫8∂o妨αノzα，躍πμ5ガ〃ノzα．

In　Zukunft　hochw茸chsige　Holzarten．

Mantelgesellschaft　aus　immergτUnen　Strauchern（Pufferzone）

Als　Bodenschicht　soUen　unter　dem　vorhandenen　l昂～～∬彦んμノzみ81ζg・fゴ，Bestand　m691ichst

immergr廿ne　Laub琶ume　gepflanzt　werden．

属 V

、

Q④
　　　　　　　囎

び

私

艶

∴’＝＝層’孔㍗”』読虚「’1‘『』『・’…’．r，・，ぢ．、・、．・・イ．．

r9

炉レ

一．

F：

　　　　　　　　、．、、＿．・’轡』’『’

一’ @・ち’　；緊幽㌧”㌔「 P’ F『

10～15年後　10～15Jahre　nach　der　PHanzung

6，

．＝も．噛

嶋

　　閥　　　　．
”．．・

匿、　　　　　　．＼

　　　　　‘
へ　　　「

、
喫

コリコヒリサロココロロリロ　　くりセロヒ
’” ﾟ’．　　　　、”『層

f

高木層が密生して林内をおおうにしたがい，林内の低木層，草本層には自然に森林構成種が，侵入する。

　　　　Je　h6her　die　Bau難schicht　wlrd　desto　mehr　stellen　sjch　in　der　Strauchschlcht　zu　der

　　　　Gesellschaft　gehdrenden　Arten　ein　oder　sollten　mit　der　Zeit　eingebracht　werden．

　　　　　　　　　Fig．39植栽予定地域における植栽法及び将来像

BepHanzungsweise　und　zuk員nftiges　Bild　des　gep】anten　Bepfanzungs．Gebletes
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　　　　　　　　Tab．37立地図におけるイノデータブ群集域植栽可能樹種一覧表

　　Ubersichtstabelle　f廿r　die　in　Frage　kommenden　Arten　f廿r　die　GrUnplanungen　im

　　PolystichQ－Machiletum　thunbergii－GebietnachdenStandortskarte
（植栽後の樹間の寸地には必ず敷ワラあるいは落葉を敷く，ビニールをかぶせるなどの対策が必要）

　　Nach　der　P飴nzung　ist　es　n6tig，　daB　Reis－Stroh，　Blatter　oder　Vinylharz．Decken　auf　der

　　nackten　FI註che　zwischen　den　Baumen　aufgelegt　werden．

1

階

Schicht

層 植栽可能樹種
geeigneten　Arten

備　　　　　考
Bemerkungen

高　木　層
H6here

Baumschicht

タブノキ．Mα61繭‘∫痂‘舶θノ：9π

ケヤキゐ及。汐α58／7一αZα

エノキC8屠∫5∫π8刀5∫∫var．

ノ砂。πκα

表層土20～30c狙の還元及び風衝を

とめることにより植栽可能高木林形

成構成種

HQchwachsende　Baumarten　auf
Mutterboden

亜高木層
Baumschicht

ヤブツバキCαηz8疏αブ砂。ア3加

シPダモNヲ。㍑∫8α∫θが68α

ヤブニッケイαノ脚α〃zo城〃ηノの）oηfα〃7zl

ヒメユズリハエ）＠1〃ψ1～ツZ伽π

　ご8η5〃溜～㍑

高木に準じる種，保全林形成予定域

の凋辺部に植栽可能

Auf　der　Randzone　der　geplanten

Umweltschutzw装1der　zu　p且anzen

mδglich

低 木 層

Strauchschicht

　トベラP魏0宴＞0剛ノπ護0肋畠α

　マ　サ　キ　Eπ0ノ姻刀躍3ブ4》0η此Z‘ノμ

　モッコク　7セノ’謡プ08／zfα濫yη’刀α2琵ん6ノ櫓α

　チャノキ7協εα∫加θη5’5

　ピサカキE初フαブ妙。癖。α

　ネズミモチ義ygμ5ごη〃πブψoπ∫ごμ7π

　マルバノシヤリンバイRん4漉fo勿）f∫

　　7〃励θZ臨αvar．～η彦898η伽α

＊カシワQz♂θプα4∫漉漉α齢

＊ハマナスRo∫απ4go5α

＊アキグミ　EZα8囎πμ5　z〃ノめ〔～μα∠α

＊ノイノミラRo∫α刀躍髭魂07一α

草 本 層

Krautschicht
i

キヅタ∫：τ84θプα沈。ηz68α

テイカカズラ1乃’α訪θあ功θノ鳶〃zμη多

　α∫罎ごzα〃π

カブダチジヤノヒゲ（沙痂ρρogOη
　」ψ0πZOκ∫var・Cαεψπ05π∫

イノデPθら・5が6んπノπノ）oζy～＞Z〔ψhαノマ〃π

ベニシダD刎qμ81廊87γ1Zア層0∫ω「α

リヨウメンシダP∂砂5オ記ん（享）5寛

　謡αη読5んだ

ジユウモンジシダ乃4y5zf議π1π
　♂ノ’ψ’8プ02z

風衝を防ぐため常緑広葉樹の生垣を

何人か形成する。

　マント群落を形成する際には葉がふ

れ合う程度に密植することが望まれ

る（1mに3本）。生垣つくりは風

衝を防く醐的で必要とされる。

＊落葉樹はマント群落として1～2m

の樹高で0．8～1m幅の生垣をつく

　ることが必要。最前線の風衝の強い

地域に帯状につくる。

Diese　immergr伽en　Straucher

　sollen　Hecken　bllden

＊1～2m　hohe　sommergrUne　Geh6】ze

solle且als　Mantelgesellschaft

　heckenartig　dicht　gepfIanzt

werden　um　als　Front　gegen　Wind

　eine　Schutzzone　zu　bilden
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　　Tab，38　立地図におけるマサキー】ベラ群集域植栽可能種一覧表

Ubersichtstabelle　fUr　die　ln　Frag　kommenden　Arten魚r　Gr員nplanungen　im

Euonymo．Pittosporetum　tobirae．GebietnachStandortskarten

齢広軸を中心と
1した自然植生

Na磁rliche　Vege－

tation　mit　haupt－

　sachlich

iimm・・9・U・・n
l

　Laubholzarten

1

1

高　　木　　層

Baumschlcht

1
ク　　ロ　　マ　　ツ

ヤ　ブツ　バキ

モ　チ　　ノ　キ

ャブニッケイ

乃η㍑5彦伽zδθノ召’ガが

Cα〃’8脇αブζψ・航α

πθ鋭ア故召プα

CカZηα1ノ’0〃ZZ〃μノ砂02万ごκ〃3

1
低　　木　　層
Strauchschicht

儀難繍

卜 べ ラP比ω確）01一．κ1．πご0∂∫ザα

マルバノシャジンバイRん曜）痂oZ砂∫5躍ノめ8ZZα如var．

マ

モ

マ

ネ

サ

　ツ　　　コ

ルバ　グ

ズ　ミ　モ

キ

ク

ミ

チ

　　　　　魏孟¢geη『切～α

Ez‘・7ろy刀耀5ノ‘ψo耽3ピ∫

πプπS孟7・0θノ加α9＝yノ♪凋α71疏θγα

E伽α8フ2z’5〃zα・ノ砂1～ツ翫

しぎgz4∫診7嘩z〃ノzブ‘ψ・7zfcμノ2z

i

落葉樹を中心とした

代償植生

　Ersatzgesellschaften．

imit　hauptsachlich

somme「g「unen
iLaubhQ互zaてten

草　　本　　層
Krautschicht

低　　木　　層

Strauchschicht

（羅濡縁）

草　　本　　暦

Krautschicht

ツ　　ワ　ブ　キ

　　　　　　オニヤブソテツ

施ア弄‘9ゴ～〃ノ3ノζψo／zガα‘η多

qyノー‘o〃ぬ〃zμ副配ノ〃

オ・オバイボタ

イ　ボタ　ノ　キ

ナ　ツ　グ　ミ

ア　キ　　グ　　ミ

テリハノイバラ

ノ　イ　バ　　ラ

ハ　　マ　　ナ　　ス

L＠5∠7¶酬。ηα妙b♂∫～4〃z

五ガ9臨ア’z‘〃zo伽∫ゲbZ∫z〃η

EZμεα9フz・’57／z・・z瓦解01u

E伽α9フzz’5　z〃πう8z♂α’α

Ro5α癬6勧ア・αゆzα

Ro5α〃磁痂7一α

R・5αア噂％9’05α

ス　　　ス　　　キ

チ　　　ガ　　　ヤ

ヤマカモジグサ

Mガ5‘αη〃鷹∫∫加召η∫∫5

かψ6厩α（ヅ∫η伽‘αvaLん0磁9ガ

B駕1砂04加ノz頭襯ガ・醐
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お　わ　り　に

　日本海岸沿いの柏崎および周辺域の植生調査結果は，基本的には太平洋岸側の岡緯度地方の福

島県の双葉町付近などの，いわゆる浜通りと対応している。もとより，気候的には各季節の降水

量のちがい，地形的には日本海岸側の砂丘と太平洋側の隆起台地のちがいなどがあげられる。ま

た植物や植物群落の分布についてもモミ，アカガシを主とする太平洋岸側（宮脇，藤原！977）

と，ヤブコウジースダジィ群集が，いきなりウラジロガシ林に続いている日本海岸側とは異る。

　しかし，冬季モンスーンの影響を直接受けて，豪雪地帯となる日本海側山地のブナ帯（ブナク

ラス域）などの山地帯以高の山地の背稜山系を境とした臼本海岸側と太平洋岸とのような大きな，

植生帯や群落組成のちがいは見られない。

　本州の日本海岸側と太平洋側の植生の相同性，相違性については，さらに厳密な密度の高い現

地調査資料を十分集積して地域的に検討されなけれぽならない。しかし，本報によって今まで解

明の遅れていた新潟県下の日本海岸沿いの自然植生から各種人為的干渉下に持続している代償植

生までの地域的な植物社会学的なかかわり合いが明かにされた。

　とくに常緑広葉樹林の北限と隣接群落とのかかわり合い，佐渡島の主要植物の垂直分布などに

ついても考察されている。

　また，柏崎周辺の現存植生図（縮尺1：50000），柏崎市荒浜地区現存植生図（1：7500），岡

地区の潜在自然植生図，立地図が，それぞれ縮尺ユ：7500で描かれた。

　以上の現地における植生調査結果および，その成果にもとずく現存植生図，潜在自然植生図，

立地図などを基礎に柏崎市荒浜海岸付近の環境保：全林の保護と積極的な創造に対しての生態学

的，植物社会学的な提案が行われた。

　この調査結果を基礎に，さらに広域的な日本海岸各地の植生調査が進められるように強く期待

される。

摘 要

　1974年より1979年にかけ新潟県柏崎市荒浜海岸周辺の植生調査が現地の踏査によって行なわれ

た。新潟県の日本海沿岸は常緑広葉樹林の北限付近として知られている。現存する常緑広葉構林

の残存林分がくまなく調査され佐渡ケ島も含め比較された。また柏崎市荒浜海岸は砂丘地帯で，

他の海岸線と植生配分が異なっている。荒浜海岸の現存植生図，潜在自然植生図および立地図が

縮尺1：7500で描かれた。さらに，荒浜海岸を中心とする半径30kmの範閥の現存植生図が縮

尺1：50000で描かれた。

　みとめられた植物群落は以下に示される。
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1　ヒルムシロクラス

　　　ヒルムシロオーダー

　　　　ヒルムシロ群団

　　　　　ヒシ群落

H　シロザクラス

　　　ツユクサオーター

　　　　カヤツリグサーザクロソウ群団

　　　　　スベリヒコ・一メヒシバ群落

　　　　　マメグンバイナズナーシ潔ザ群落

　　　　　オオアレチノギクーチガや群落

　　　　　メヒシバ群落

皿　イネクラス

　　　タマガヤツリーイヌビエオーダー

　　　　イネーイヌビエ群団

　　　　　ウリカワーコナギ群集

W　ヨシクラス

　　　ヨシオーダー

　　　　ヨシ群団

　　　　　ミクリ群落

　　　　　ガマ群落

　　　　　マコモ群落

　　　　　ウキヤガラ群落

　　　　　ヨシ群落

V　ススキクラス

　　　ススキオーダー

　　　　ススキ群団

　　　　　ススキ群落

　　　　　カワラサイコーチガや群落

　　　　　スズメノヤリーチガや群落

　　　シバスゲオーダー

　　　　シバ群団

　　　　　シバ群落

M　クラス，オーダーは未定

　　　　ボタンボウフウ群団



　　　　　スカシユリーオオウシノケグサ群落

W　ハマボウフウクラス

　　　ハマボウフウオーダー

　　　　コウボウムギ君臣団

　　　　　ハマグルマーコウボウムギ群集

　　　　　ハマエンドウ群落

　　　　　メヒシバーカモノハシ群i喀

V皿　ハマゴウクラス

　　　ハマゴウオーダー

　　　　ケカモノハシーハマゴウ群団

　　　　　ウンランーハマゴウ群集

双　ノイノミラクラス

　　　ハマナスオーダー

　　　　ハマナス群団

　　　　ハマナス群落

　　　トコロークズォーダー

　　　　未決定群団

　　　　　クズ群落

X　ブナクラス

　　　ササーフナ一心ター

　　　　チシマザサーブナ群団

　　　　　ヒメアオキーブナ群集

　　　　マルバマンサクーブナ群集

XI未決定クラス

　　　コナラーーミズナラオーダー

　　　　イヌシデーコナラ群団

　　　　　クリーコナラ群落

　　　　　ホツツジーアカシデ群落

　　　　　トネリコーエゾイタや群落

　　　　未決定群団

　　　　　カシワ群落

刈　ヤブッバキクラス

　　　ヤブツバキオーダー

　　　　ヤブコウジースダジイ群団

113



114

　　　　　　ヤブコウジースダジイ群集

　　　　　　イノデータブ群集

　　　　　　ウラジロガシ群落

　　　　　　アカガシ群落

　　　　　　マルバノシャリンバイ群落

　　　　　　ヤブツバキーケヤキ群落

XIII　未決定上級単位

　　　　　　コマユミーハソノキ群落

　　　　　　チョウジタデーヤナギタデ群落

　　　　　　アレチマツヨイ群落

　新潟県下では常緑広葉樹林のヤブコウジースダジイ群集が柏崎市石部御島神社および佐渡ケ島

で分布の北限となっている。またイノデータブ群集は秋田県まで海岸沿いに分布しているが，新

潟県ではきわめて特異な分布を行っている。やや後背山地にはヒメアオキーウラジロガシ群集が

アカガシ群落やウラジロガシ群落の形で断片的に分布する。

　海抜400m付近以高あるいは内陸部では積雪量が深く，また気温も低いためヒメアオキーブナ群

集や，マルバマンサクーブナ群集の残存林がみられる。

　海岸風衝断崖地にはマルバノシャリンバイ群落やスカシユリーオオウシノケグサ群落などが残

されている。

　また柏崎周辺地域では自然植生の残存林分に対応し，二次林のコナラ林，ミズナラ林が特異な

群落を形成している。さらに追加調査を行ない報告したい。
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Zusammenfassu鷺9

Vegetation　der　Kashiwazaki　u烈d　ihrer　Umgebung　in　der

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pr註fectur　Niigata

　　　　　　　　an　der　Japanischen　Mee碧esseite　von　逝itte韮一］日【onshu

von

Akira　M王YAwAKI　und　Kazue　FUJIwARA

　　Von　Sommer　1974　bis　Herbst！978　wurde　ei員e　vegetationskundliche　Untersuchu難g　a無

der　KUste　der　Arahama　in　der　Stadt　Kashiwazald　und　ihrer　Umgebung　in　der　Prafektur

Niigata　durchgefUrt．

　　Die　Japanische　Meeresk慧ste　in　der　Prafektur　Niigata量st　als　n6dliches　Grenz・Geb量et　der

immergrUnen　Laubwalder　Japans　bekarlnt．　In　diesem　Bericht　wurde　auBer　der　gebie毛slno・

nographischen　Darstellung　der　Vegetation　besonderer　Wert　auf　die　Au缶ndung　noch

vorhandener　Bes亡ande　der　immergrUnen　Laubwalder　im　Ge癒nde　gelegt，　von　de且en　Vege－

tationsaufnahmen　gemacht　wurden。　Vegetationsaufnahmen　wurden　auch　auf　der王nsel　Sado

durchgefurt，　die　50　km　nordwestlich　der　Stad亡Niigata　lm　Japanischen　Meer　liegt，

　　Die　Meersk廿ste　Arahama　ist　eine　D積nen　K廿ste，　mit　entsprechenden　Vegetationszonen．

　　Karte且der　realen，　und　der　potentlellen　natarlichen　Vegetation　sowie　eine　Standortskarte

der　Arahama－KIOste　wurde貧im　MaBstab　1：7500　im　Gelande　gemacht，　Die　reale　Vegetation

der　Arahama－K員ste　wuエde玉m　Bereich　von　30　km　als　Radius　kartiert．

　Folgende　VegetationseinheiteR　wurden　durch　Vegetationsau飯ahmen　im　Gelande　eτfa13t．

1

薮

王）otamogetonetea　Tx。etPrsg．1942

　　Potamogetonetalia　W．Koch1926

　　　Potamion　eurosibiricum　W，Koch！926

　　　　　Tノ・＠αブ妙。／zガ6α一Gesellschaft

Chenopodietea　Br．一B1．195！

　　Commelinetalia　comm、unis　Miyawak量1969

　　　Cypero－Molluginion　strictae　Miyawaki1969
　　　　　∫b1傅彦z‘ZαcαoZ6ノ・α6θα・Dガ9παプ如α450θノz46π5－Gesellschaft
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皿

V

　　　　　ゐゆ4∫㈱面趨9ゴ航襯一Cんεη（脚4加πα伽郷一Gesellschaft

　　　　　乃ゴgθプ07z　5πフπ認惣π5∫5－1伽ρ8ブα’α（y勿4厚6αvar．々067万9ガガーGesellschaft

　　　　　I）どg∫彦α万ααゐ66π48郷一Gesellschaft

Oryzetea　sat三vae　Miyawaki1960

　　Cypero－Echinochloetalia　oryzoidis　Bo16sMasclans1955

　　　0ryzo－Echinochloion　oryzoidis　Bo16setMasclans1955

　　　　　Sag1ttar三〇一Monochorietum　Miyawaki1960

Phragmitetea　Tx．etPrsg．1942

　　Phragmitetalia　eurosibirica　Tx．etPrsg．1942

　　　Phragmitlon　W．Koch1926

　　　　　亀〉αプ9αη謡獅5オoZo7z旋η↓解一Gesellschaft

　　　　　7＝yφ11αZα彦施あα一Gesellschaft

　　　　　Z短αノzガαZα診〃bあα一Gecellschaft

　　　　　　　5ど勿）％5プZπ寵α’漉5・Gesellschaft

　　　　　　　P加α8フπ露65照5’rαZゴ5－Gesellschaft

M宝scanthe輩ea　sinesis　MiyawakietOhba1970

　　Miscan之he宅alia　sinensis　MiyawakietOhba1970

　　　Miscanthion　sinens三s　Suz．一Tok．etAbe1959exSuganuma1970

　　　　　M乞56αノzオ勧55カzθアz∫ゴ5－Gese玉1schaft

　　　　　P∂’θ勿〃α6暗闇7z5ガ5一加卿rα’α（ヅぎπ4痒。αvar．ん。θ厩gガゴーGesellschaft

　　　　　．乙π拷z‘Zαo妙動α渉α一／カψ67一α診α¢yZ初4プ診6αvar．た。θ7zぎ8・かGesellschaft

　　Carice亡alia　nervatae　Suganuma！966

　　　　Zoysion　japo慮cae　Suz．一Tok．etAbe！959exSuganuma1970

　　　　　Zb：y5彪∫6ψ07zガ。α一Gesellschaft

noch　nicht　bestimmte　Ord．　u．　Klasse

　　　Peucedanion　japo捻icae　Ohba！97上

　　　　　．乙π謡駕解α6祝♂α’z〃π一F85’zκα6」α麗α㌔Gesellschaft

Glehnietea　littoralis　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　Glehnietalia　httoralis　Ohba，Miyawakieゼrx、！973

　　　　Caricion　kobomugi　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　　Wedelio－Caricetum　kobomugiOhba，MiyawakietTxユ973

　　　　　ゐα孟勿プ％5ブ妙。アzガ。π5・Gesellschaft

　　　　　1万g∫彪万α廊ゐ06／z4ε7z5・1汐61乞θ㎜瑚z　6rα55ψθ5－Gesellschaft

Viticetea　rotundi壬Qliae　Ohba，MiyawakietTxほ973
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　Viticetalia　rotundifoliae　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　1schaemo－Viticion　rotundifoliaeOhba，MiyawakietTx．1973

　　　　　Linari　o－Viticetum　rotundifoliae　Ohba，　Miyawaki　et　Tx．1973

Rosetea　multiflorae　Ohba，MiyawakietTx．1973

　Rosetalia　rugosae　Ohba，MiyawakietTx，1973

　　　Dioscoreo－Puerarietalia　lobatae　Ohba1973

　　　Noch　nlcht　bestimmter　Verband

　　　　　んεブα万αZo6α’一Gesellschaft

　　　Rosion　rugosae　Ohba，MiyawakietTx．！973

　　　　　Ro5αア・麗go5α・Gesellschaft

Fagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　Saso－Fagetalia　crenatae　Suz．一Tok．1966

　　　Saso　kurile最sis－Fagion　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　　　　Aucubo－Fagetum　crenatae　Miyawakietal．1968

　　　　　Hamamelo－Fagetum　crenatae　Miyawakleta1．1968

　　Quercetaha　serrato－grosserratae　Miyawakietal．197！

　　　Carpi難io－Quercion　serratae　Miyawakieta1．1971
　　　　　Cα5‘αη6α6r6ηα’α一Qz‘67τ～‘55〃ノ．・α診α一Gesellscheft

　　　Noch　nicht　bestimmter　Verband

　　　　　Q㍑θκz‘546／z’α孟α一Gesellschaft

　　　　　Trψ6オαZθゴαραπゴoz‘Zα’α一Cαψ〃zz匹5　Zακ解。ノ・α一Gesellschaft

　　　　　乃一α読7zπ5ブ妙07z此α一ノ16θプフη07zo－var．9彦αみプz〃π一Gesellschaft

Camellietea　japo阜icae　MiyawakietOhba1964

　　Ca皿ellietalia　laponicae　OdaetSumata！966

　　　　Ardisio－Castanopsion　sieboldii　Miyawakietal．1971

　　　　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii　Suz．一Tok．！952

　　　　　Polysticho－Machiletum　thnbergii　Suz．一Tok．1952

　　　　　Qz‘8プα‘55αZぎ6カzα一Gesellschaft

　　　　　Qz昭rα65αα｛’α一Gesellschaft

　　　　　Rhaphiolepis　umbellata　var．∫7z孟6gη・♂フηα一Gesellschaft

　　　　　Cα解εZ距αブ妙。アz∫6α一Z診Zん。ηα56η・α’α一Gesellschaft

N◎ch　nicht　bestim皿te　h6heye　Ei難heiten

　　翫αツ物5α♂α鶴var．‘ψ渉θ7’Z‘5

　　　　　　AZノ観5ブ妙αzガ。α一Gesellschaft
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五z‘4”∫g如4）μo翫。ガ485－Po砂go／zz〃η1砂4ノ’（4）ψθノ・一Gesellschaft

Oθ7zo〃Lε74α　6∫87〃zf5－Gecellschaft

　　In　der　Pr銭fektur　Niigata　verl銭uft　R6rdliche　Wuchsgrenze　des　Ardisio－Castanopsietum

sieboldii，　zu　welcher　Assoziation　die　immergrUnen　Laubwalder　der　Shinto－Schrein・W盗1der

Mishima一王shibe量n　der　Nishiyama－cho　u捻d　auf　der工nsel　Sado　gehδren．　Das　P　o　l　y　s　t　i　c　h　o－

Machiletumthunbergiiist　in　der　Akita－Prafektur，　n6rdτich　der　Niigata　Prafektur　an

der　MeereskUste　verbreitet．　In　der　Prafektur　Niigata　hat　das　PoIysUcho－Machiletum

thunbergii　eine　besondere　Ausdehnung．

　　Auf　den　HUgeln　nahe　der　Meeresk茸ste　wachseII　heute　noch　fragmentarisch　das．

Aucubo－Quercetum　salicinae　undeineQκ8ノ℃z‘5α6ε4彦α・Gesellschaft．

　　1且H6hen　Uber　400　m　NN　oder　weiter　im王nland，　wo　lm　Winter　tiefer　Schnee　liegt　und

niedrige　Temperaturen　herrschen，　kQ煎men　Rest－Best溢nde　des　Aucubo－Fagetum

crenatae　unddas　Hamamelo－Fagetum　crenatae　vor．「

　　Auf　den　wi且dexponierten　Felsen・K慧sten　wachsen　die　R41）配oZ｛珈5　z〃アめε♂Zαオαvarjπ’6961・一

ア・〃7zα一Gesellscha壬t，　die　L読z〃π隅αα話α’κ7π一F85診z‘6απめノ・α・Gesel生schaft　und　andere　natUr1玉che

VegetatioRseinheiten．

　　In　der　Umgebung　der　Stadt　Kashiwazaki　stocken　nebeR　den捻atUrlichen　Restwaldbestanden

seku且dare　Q祝67℃z‘5567－rα’αWalder，　und　die　Qz‘θπ㍑5”～02280．伽var．　gフわ∬656アブ・磁・Gesell－

schaf毛，　die　wir　weiter　studiereR　wollen．
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